
日
本
を
元
気
に
す
る

和
歌
山
の
未
来

ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
が
ま
も
な
く
完
成

和
歌
山
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

世
界
に
誇
る
和
歌
山
の
技
術
力

和 歌 山 　 人 ・ も の ・ 地 域

n a g o m i
 Vol.45
 2021

知事対談 早田卓次×仁坂吉伸
和歌山の素晴らしき逸品 ［紀州備長炭］
Wakayama Active People
おウチで楽しむ！ WAKAYAMA ［和歌山を楽しむ和洋菓子編］
プレミア和歌山 ［紀州和華牛］

特  
集

写真：作り手の思いが輝きから見える、クオリスサイクルズの自転車フレーム。



宇宙ウィークでロケット発射場から照射されたサーチライト。ロケットが飛ぶ方向を示している。（串本町橋杭岩）

日
本
を

元
気
に
す
る

和
歌
山
の
未
来

和
歌
山
か
ら
宇
宙
へ

長
く
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
夜
。

し
か
し
明
け
な
い
夜
は
な
い
。

世
界
中
の
人
々
が
、
知
恵
と
想
い
を
寄
せ
、

夜
明
け
と
い
う
未
来
を
目
指
す
。

新
し
い
産
業
、
新
し
い
働
き
方
、

そ
し
て
世
界
に
誇
る
和
歌
山
の
技
術
力
。

夜
空
を
照
ら
す
一
条
の
明
か
り
が
示
す
の
は
、

日
本
を
元
気
に
す
る
和
歌
山
の
未
来
か
も
し
れ
な
い
。



　

令
和
元
年
11
月
よ
り
串
本
町
で
建
設
が
始
ま
っ
た

日
本
初
の
民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場〝
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
紀
伊
〟。
事
業
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン
株
式
会
社

は
、
令
和
3
年
夏
に
発
射
場
の
完
成
、
同
年
度
中
の

打
ち
上
げ
を
目
指
し
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

打
ち
上
げ
ら
れ
る
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
全
長
18
メ
ー

ト
ル
、
重
さ
23
ト
ン
程
と
小
型
だ
が
、
地
上
か
ら

５
０
０
キ
ロ
の
低
軌
道
に
１
５
０
kgの
衛
星
を
上
げ

る
能
力
が
あ
る
。「
当
社
が
開
発
し
て
い
る
ロ
ケ
ッ

ト
は
、
H-

II
A
や
H-

II
B
と
い
っ
た
巨
大
な
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
J
A
X
A
な
ど
の
優
れ
た
技

術
を
ベ
ー
ス
に
開
発
し
て
い
ま
す
。
ま
た
発
射
点
だ

け
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

計
測
機
器
を
含
む
全
て
の
部
品
は
、
各
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
の
工
場
か
ら
陸
路
で
届
け
ら
れ
、
こ
の〝
ス
ペ
ー

ス
ポ
ー
ト
紀
伊
〟
で
組
み
立
て
ら
れ
ま
す
」と
語
る

の
は
同
社
社
長
の
太お
お
た
し
ん
い
ち
ろ
う

田
信
一
郎
さ
ん
。

　

一
昔
前
と
比
べ
、
現
在
で
は
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話

な
ど
に
使
わ
れ
る
技
術
は
進
歩
し
、
通
信
や
観
測
機

器
な
ど
の
小
型
化
や
精
度
も
驚
く
ほ
ど
向
上
し
、
そ

れ
に
伴
い
衛
星
の
小
型
化
も
進
展
し
た
。「
そ
う
い

う
意
味
で
も
今
後
は〝
小
型
衛
星
の
打
ち
上
げ
＝
小

型
ロ
ケ
ッ
ト
の
需
要
〟
は
増
加
す
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
当
社
は〝
世
界
最
短
〟の
打
ち
上
げ
と〝
世

界
最
高
頻
度
〟の
打
ち
上
げ
を
掲
げ
、
将
来
的
に
は

年
間
20
機
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
打
ち
上
げ
る
予
定
で
す
」。

　

そ
ん
な
中
で
発
射
場
を
建
設
す
る
た
め
に
は
、

様
々
な
条
件
が
求
め
ら
れ
る
。「
一
つ
目
は
南
ま
た

は
東
方
向
に
開
け
て
い
て
、陸
地
が
な
く
安
全
で
あ

る
と
い
う
地
理
的
な
条
件
。
二
つ
目
は
部
品
な
ど
が

陸
送
で
き
る
と
い
う
経
済
効
率
的
な
条
件
。
こ
れ
ら

の
条
件
を
全
て
ク
リ
ア
し
、
発
射
場
建
設
に
一
番
適

し
て
い
た
の
が
、
こ
こ
本
州
最
南
端
に
あ
る
串
本

町
だ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
最
も
重
要
で
大
切
な
条

件
は
、
地
元
の
人
々
に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
し

た
」
と
太
田
社
長
。

　

南
国
特
有
の
真
っ
青
な
空
が
広
が
る
串
本
町
は
、

宇
宙
に
一
番
近
い
町
と
な
る
。

民間ロケット発射場の建設は、日本においてはじめてです。スペース
ワンが考える最も大切なことは事業の継続性です。人類に残された最
後のフロンティアは宇宙と深海とよくいわれます。やはり宇宙という
言葉を聞くと年齢に関係なくワクワクしますよね。串本町でもロケッ
ト発射場の建設に伴い、子供や学生さんたちだけでなく、住民の方々
にも関心を持ってもらっています。そして今までになかった産業とし
て、多くの方々に良い影響を与えられればと考えています。私も何度
となく伺っていますが、本州最南端である串本町は風光明媚で食べ物
が美味しいところです。これからも地元の皆様に夢を届けたいと思っ
ています。　　

本
州
最
南
端
の
串
本
町
は
、

宇
宙
に
最
も
近
い
町
に
な
る

宇宙へ、そして未来へと繋がる［Rocket industry］

和歌山県串本町で感じる
ワクワクを皆様と共有したい！

➊串本町荒船海岸近くに建設中の〝スペースポート紀伊〟の発射予想図。周囲を山々に囲まれ、南方に陸地や島がないのがわかる。➋➌〝スペースポー
ト紀伊〟は、総合司令棟、ロケット組立棟、発射点、ロケット保管庫その他付帯施設から構成されている。写真手前が〝発射点＝ロケットの打ち上げを行う
場所〟。発射点の向こうに見えるのがロケット組立棟。➍ロケット打ち上げのイメージ図（※➊➍スペースワン株式会社提供）。　　

串
本
町
よ
り
打
ち
上
げ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
ワ
ン

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ロ
ケ
ッ
ト
〝
カ
イ
ロ
ス
〟。

location 
［民間初の発射場］

universe

発射点

ロケット組立棟

➊

➌➎

➍

➋

スペースワン太田信一郎社長
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●潮岬

●橋杭岩

●
南
紀
白
浜
空
港

紀勢自動車道

高速道路事業中区間

高速道路事業中区間

スペースポート紀伊●

●那智の滝熊野那智大社●

熊野速玉大社●

●大島

田原海水浴場 ●

●
旧浦神小学校

ロケットと共に広がる夢［Tourism industry and more］

〝
ロ
ケ
ッ
ト
〟と
い
う

新
た
な 

魅
力
が

串
本
に
生
ま
れ
た

一般社団法人南紀串本観光協会　電話／0735-62-3171

➊串本町大島樫野埼灯台よりロケット発射場方向を指差す
宇井さん。➋串本から大島に向かいそそり立っている橋杭
岩 。その姿はまるで橋脚のよう。➌ラムサール条約にも登録
されている串本の海。世界でもっとも北にあるサンゴの海中
世界が広がる。本州最南端である串本は、美しい絶景に満ち
ている自然豊かな町である。

➍➎串本町ではロケット発射場への認知を深める為、観光ガイ
ドに講習会を行い、宇宙ガイドを養成。その後、町内の小・中・
高校でワークショップを開催した。➏４月１日から運行されてい
るロケットの絵がラッピングされた町営バス。発射場近くの「佐
部・上田原線」を運行する。

小・中・高校のワークショッ
プで使用された ロケット
教本。

※田原海水浴場と旧浦神小学校
は、パブリックビューイングを実
施するプレミア見学場（予定）。

東京大阪
関西国際空港

白浜空港 串本

location 
［夢は宇宙へと続く］

universe

周辺拡大図

❶➋

➎

➏

➌

➍

　

令
和
3
年
度
中
の
打
ち
上
げ
を

目
指
す
中
で
、
串
本
町
で
は〝
ロ

ケ
ッ
ト
の
発
射
〟に
様
々
な
期
待
が

集
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
が

観
光
資
源
と
し
て
の
魅
力
だ
。〝
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
紀
伊
〟は
日
本
初
の

民
間
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
で
あ
り
、

発
射
場
そ
の
も
の
が
本
州
に
建
設

さ
れ
る
の
も
初
め
て
。
そ
し
て
最

も
特
徴
的
な
の
は
、
極
め
て
人
と

近
い
距
離
に
あ
る
と
い
う
こ
と
。

　
「
串
本
町
に
は
、ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

自
然
が
身
近
に
あ
り
ま
す
。ダ
イ
ビ
ン

グ
や
カ
ヤ
ッ
ク
、ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
な
ど
が
人
気
の
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
で
す
。
そ
こ
に〝
ロ
ケ
ッ
ト
〟が

身
近
な
距
離
に
や
っ
て
き
ま
す
。
地

形
的
に
発
射
点
自
体
を
直
接
見
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、最
も
近
い
見

学
場
は
２
キ
ロ
ほ
ど
の
所
に
あ
り
、

こ
こ
ま
で
近
寄
れ
る
の
は
世
界
的
に

も
珍
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
」と

語
る
の
は
南
紀
串
本
町
観
光
協
会
の

宇う
い
し
ん
す
け

井
晋
介
事
務
局
長
。「
船
を
使
っ

て
海
上
か
ら
見
た
り
、大
島
か
ら
陸

上
で
見
た
り
と
、
多
く
の
方
に
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
見
学
場
所
を

準
備
し
て
い
ま
す
。
カ
ヌ
ー
に
乗
り

な
が
ら
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
を
見
る
と

か
、
間
近
で
聞
く
発
射
時
の
音
は
凄

い
だ
ろ
う
な
と
か
、
想
像
す
る
だ
け

で
ワ
ク
ワ
ク
。
ま
た
発
射
も
年
20
回

ほ
ど
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
見
学

の
機
会
も
多
く
な
る
の
で
観
光
資
源

と
し
て
非
常
に
魅
力
的
で
す
」。

　

と
は
い
え
課
題
も
多
い
。「
１
番

に
考
え
ら
れ
る
の
は
発
射
時
間
の

流
動
性
で
す
。
発
射
の
延
期
は
旅

行
者
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
変
更
を
余
儀

な
く
し
ま
す
。
ま
た
見
学
場
所
の

整
備
や
国
道
42
号
の
渋
滞
緩
和
な

ど
や
る
べ
き
こ
と
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
未
知
の
体
験
な
の
で

わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
す
」。

　

し
か
し
ロ
ケ
ッ
ト
の
恩
恵
は
大

き
く
、
観
光
だ
け
で
な
く
、
雇
用

機
会
の
増
大
に
も
繋
が
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。「
す
で
に
橋
杭
岩
近

く
に
新
し
い
ホ
テ
ル
が
で
き
、
飲

食
店
な
ど
の
周
辺
施
設
も
今
後
増

え
て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
ロ
ケ
ッ

ト
の
組
立
や
発
射
に
関
連
す
る
新

し
い
工
場
な
ど
も
必
要
と
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
子
供

た
ち
が〝
ロ
ケ
ッ
ト
〟や〝
宇
宙
〟
を

身
近
に
感
じ
興
味
を
持
っ
て
学
ぶ

事
で
、
関
連
す
る
技
術
者
や
研
究

者
、
ま
た
宇
宙
飛
行
士
へ
の
道
が

広
が
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
」と
語

る
宇
井
さ
ん
の
視
線
の
先
に
は
、

希
望
の
星
々
が
輝
く
宇
宙
が
見
え

て
い
る
。
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➊重森三玲による庭園を眺めながら仕事ができる西南院。宿坊ならではの特別な雰囲気に心が癒され、集中力が高まる。➋西南院はカフェとしても利
用可。➌高野山の聖域の1つ、壇上伽藍の根本大塔。➍高野山観光情報センターはWi-Fiが利用できるワークプレイスでもある。

➎ワーケーションでの利用客も積極的に受け入れているホ
テルシーモア。インフィニティ足湯に入り、目の前に広がる
太平洋を眺めていると斬新なアイデアも浮かびそう。➏円
月島は風光明媚な白浜のランドマーク。

location 
［歴史溢れる高野山］

healing

新しい働き方で生き方が変わる［New style］

高野山別格本山　西南院　住所／伊都郡高野町高野山249　電話／0736-56-2421

SHIRAHAMA KEY TERRACE HOTEL SEAMORE　
住所／西牟婁郡白浜町1821　電話／0739-43-1000

ワーケーションとは　work   vacation

ワーク（仕事）とバケーション（休暇）を掛け合わせ
た造語。普段の職場とは異なった場所で仕事をし
ながら、地域の人と交流したり、地域の魅力に触れ
たりすることのできる取組です。

location 
［南国リゾート白浜］

relax

➋

➌

➍

➎➏

❶

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
聖
地
と
呼
ば

れ
る
和
歌
山
県
。
人
口
当
た
り
の

Wi-

Fi
整
備
数
は
全
国
2
位
で
、
超

高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
率
は

99.9
％
。
政
府
機
関
に
よ
る
災
害
時
で

も
途
切
れ
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

も
整
備
さ
れ
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
利

用
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
な
ど
も
全
国
に
先
駆
け

て
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
ん
な
中
で

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
よ
り
、
社
会
の
あ
り
方
や
従
来
の

働
き
方
に
対
す
る
認
識
が
大
き
く
変

わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
豊
か
な
自
然

や
伝
統
あ
る
歴
史
、
そ
し
て
世
界
遺

産
や
日
本
遺
産
と
い
っ
た
地
域
の
魅

力
に
触
れ
な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き

る
和
歌
山
で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

今
、
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　

高
野
山
は
、
平
安
時
代
に
空
海
が

開
い
た
密
教
の
根
本
道
場
で
あ
る
。

そ
の
静
謐
な
空
気
に
満
ち
た〝
天
空
の

聖
地
〟で
も
、ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で

き
る
宿
坊
や
施
設
の
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。「
職
場
や
自
宅
以
外
で

働
く
と
い
う
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
新
し
い
働
き
方

で
、
高
野
山
で
も
始
め
た
ば
か
り
の

取
組
で
す
。
高
野
山
で
体
感
す
る
多

く
の
こ
と
が
非
日
常
的
な
も
の
で
す

が
、
そ
ん
な
中
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
自
由
に
何
か
を
感
じ
て
も

ら
え
れ
ば
」と
語
る
の
は
西
南
院
の
住

職
で
あ
る
和わ

だ田
友ゆ
う
し
ん伸

さ
ん
。

　

ま
た
日
本
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で

あ
る
南
紀
白
浜
も
人
気
の
エ
リ
ア

で
、
す
で
に
多
く
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
利
用
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
羽

田
空
港
か
ら
飛
行
機
で
約
70
分
と
い

う
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
に
、
オ
フ
ィ
ス

の
よ
う
な
施
設
か
ら
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ

ル
ま
で
、
様
々
な
働
く（
ワ
ー
ク
）施

設
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
は

南
紀
と
い
う
温
暖
な
気
候
に
美
し
い

海
岸
、
歴
史
あ
る
温
泉
や
熊
野
古
道

に
も
近
い
と
い
っ
た
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン

部
分
の
充
実
も
人
気
を
集
め
て
い
る

理
由
の
ひ
と
つ
だ
。

　

和
歌
山
で
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
価
値
そ
の
も
の
を
体
験
す
る
と

い
う
こ
と
。
和
歌
山
と
い
う
類
稀
な

素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
受

け
る
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
仕

事
に
も
そ
し
て
生
き
る
と
い
う
こ
と

に
も
い
い
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に

違
い
な
い
。　

和
歌
山
で

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を 

す
る
と
い
う
こ
と



glafit社が提供するのは、単なる移動手段というより、乗ってどこかに出
掛けたくなるような新しいモビリティだ。昨年 5月にシリーズ第二弾とな
る〝X-SCOOTER LOM〟を発表し、再びクラウドファンディングで注目され
1.5億円を集めた。そのフォルムはまるでキックボード。乗っているだけ
でワクワクドキドキするような体験を味わえる。〝つねにチャレンジ〟を
し続けるglafit社は、日本を代表する〝次世代乗り物メーカー〟を目指す。

動物愛護の観点からリアルファーを敬遠するスーパーブランドが増える
中、世界中から注目を集めているのが岡田織物だ。一昨年は見学・商
談に国内外合わせて156社が来社したという。なかでも三菱ケミカル
が開発したコアブリッド・サーモキャッチを原料に開発した生地は、太
陽光を熱エネルギーに変換する機能と帯電防止機能を兼ね備える画期
的なもの。近隣他社とコラボし、世界にマーケットを広げている。

ブレイクのきっかけは？2017年に行ったク
ラウドファンディングで、当時国内最高額
の 1億 2800万円を超える資金を集められ
たことです。複数経営していた会社の一
事業として立ち上げたのが glafitでした。
その後は多くの企業と資本提携や技術提
携を結び、今では多くの部分を和歌山で
組み立てています。

地場産業だった訳ですが。高野口町におけ
る繊維業界の全盛期は昭和57年頃。現在の
規模はその10分の１程度です。当時はBtoB
が主で消費者の顔など見えていませんでし
た。現在、当社は町内の15~20社と連携する
ことで、メイドインジャパンにこだわりながら
小ロットにも対応し、世界を相手にビジネス
ができるようになりました。

代表取締役　鳴
な る み

海禎
ていぞう

造さん

代表取締役　岡
おかだつぐひろ

田次弘さん

2017年に開発した自転車×バイクの両者を
掛け合わせたハイブリッドバイク

世界に誇る和歌山の技術力

住所／橋本市高野口町大野757
電話／0736-42-2864 　

住所／和歌山市市小路
メール／kualiscycles@gmail.com　

株式会社 岡田織物

KUALIS CYCLES

住所／和歌山市出島36-1　
メール／pr@glafit.com

location 
［どこにもないモビリティ］

creativity

location 
［発熱するフェイクファー］

collaboration

gla�t株式会社

独特の雰囲気を発するチタンフレーム。その鮮やかな発色はペ
イントではなく、電圧をかけて変色させたもの。そんな魅力的な
自転車フレームを作っているのが、クオリスサイクルズの西

にしかわよしゆき

川喜行
さんだ。西川さんはもともと住宅などの設計士で、ある日、都内を
走るメッセンジャーと呼ばれる人たちの自転車フレームに見惚れ
てフレーム作りに興味を持った。そしてすぐ都内のフレームメー
カーに就職。そこで基礎的な技術を習得する傍ら、チタン加工技
術を学ぶために外国へ行くことを決意。独学で英語の勉強をし、
世界中に履歴書を送り、世界的に有名なアメリカの〝セブンサイ
クルズ〟に入社した。そこで貪欲に技術を学び、６年後には同社

で働きながらクオリスサイクルズを起業した。ある程度の好感触
を得て日本へ帰国し、和歌山市にある実家隣に現在の工房を立ち
上げた。フレームの大きさを乗り手に合わせるのは当たり前だ
が、シームレスのチタンパイプを 0.05ミリ単位で削り、フレームの
しなり具合を調整し、乗り手が求める乗り心地に応える。その繊
細で確かな技術が認められ、今ではオーダーの20％程度が、シン
ガポールやマレーシア、ドイツやイタリアといった海外からで、国
内オーダーも合わせ、約１年ほどの注文待ちの状態となっている。
目標を見定めたら一直線。そのために今の状況に満足せず努力
を重ねる。西川さんの視線は常に何歩も先を向いていた。

ターニングポイントは？やはりチタンフレー
ムで世界的に有名だった〝セブンサイクル
ズ〟へ入社できたことですね。ワーキング
ビザの取得は難しく、日本のフレームメー
カーにいた４年間は仕事と英語の勉強
で、ほとんど遊んでなかったような気がし
ます（笑）。

アメリカセブンサイクルズにいた頃の
テクニカルノート。ビッチリと書き込
まれた技術は、現在の仕事のベースに
なっている。入社した６
年ほどでほぼ全ての部署
を経験し、マネジメントも
行うようになった。

継ぎ目のないチタン
パイプからフレーム
を作る。見た目はわ
からないが、パイプ
を削ることで剛性を
変え、乗り心地のリ
クエストに応えてい
るという。チタンの
グラデーションも美
しい。

美しきチタンの輝き。世界が注目する
ハンドメイド自転車フレームメーカー

世界的にも有名な経済人から企業まで生み出してきた、進取の気質溢れる和歌山県。
その潮流は今も息づき、そして新しい息吹が芽生え続けている。
世界が注目するそんな和歌山の企業を紹介したい。

アイデアが輝く、
和歌山のモビリティメーカー

世界が注目する
新素材をリリース

file.
03

file.
02

file.
01

location 
［世界一の技術へ］

intention
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仁
坂
知
事（
以
下
仁
坂
）●
早
田
さ
ん
は
田
辺
市

出
身
で
、1
9
6
4
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

体
操
競
技
の
選
手
と
し
て
、
団
体
総
合
優
勝
の

原
動
力
と
な
り
、
個
人
で
は
つ
り
輪
で
金
メ
ダ

ル
を
獲
得
す
る
な
ど
大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
現
役
を
引
退
さ
れ
て
か
ら
も
後
進
の
指
導

や
、
日
本
体
操
協
会
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
体

操
競
技
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
体
操
を
始
め
る
き
っ
か
け
な
ど
を

お
教
え
く
だ
さ
い
。

早
田
卓
次（
以
下
早
田
）●
１
９
４
０
年
、
田
辺

市
の
芳
養
と
い
う
漁
師
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

実
家
は
マ
グ
ロ
船
の
網
元
で
、
大
掛
か
り
な
漁

業
を
や
っ
て
ま
し
た
。
そ
れ
が
す
ご
く
魅
力
的

で
、
大
人
に
な
っ
た
ら
マ
グ
ロ
船
に
乗
っ
て
仕

事
を
す
る
ん
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら

子
供
の
頃
の
遊
び
と
い
え
ば
、
小
型
の
船
に
乗

り
櫓
を
漕
い
で
沖
ま
で
出
た
り
、
砂
浜
を
走
っ

た
り
、
網
を
引
い
た
り
と
、
漁
師
の
真
似
事

を
す
る
の
が
日
常
で
し
た
。
ま
た
小
さ
い
頃
は

人
と
話
を
す
る
の
が
苦
手
で
、
常
に
大
人
の
後

ろ
に
隠
れ
て
い
る
よ
う
な
子
供
で
し
た
。
だ
か

ら
遊
び
も
１
人
で
で
き
る
逆
立
ち
が
い
つ
の
間

に
か
得
意
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
お
か
げ
で
小

学
校
５
年
生
の
頃
に
は
、
逆
立
ち
で
60
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

が
体
操
を
始
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
田
辺
市
立
明
洋
中
学
校

で
体
操
部
に
入
部
し
ま
し
た
が
、
田
舎
町
で
す

の
で
当
時
は
体
育
館
と
い
っ
た
室
内
施
設
も
な

く
、
体
操
競
技
と
い
う
よ
り
は
体
操
遊
び
で
し

た
ね（
笑
）。
県
立
田
辺
高
校
に
進
学
し
て
か
ら

は
、
本
格
的
に
６
種
目
の
体
操
競
技
の
練
習
を

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
も
専
用

の
設
備
は
お
ろ
か
体
育
館
さ
え
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
あ
ん
馬
や
つ
り
輪
、
平
行
棒
の
器
具
は

自
分
達
で
設
営
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
皆
、
体

操
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
練
習
だ
け
は
休
み
な

し
に
毎
日
や
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
顧
問
の
先
生

も
体
操
は
好
き
で
し
た
が
、
技
術
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
は
全
く
な
く
、
た
だ
た
だ
好
き
な
体
操
を

し
て
い
た
と
い
う
６
年
間
で
し
た
。

仁
坂
●
し
か
し
き
ち
ん
と
し
た
コ
ー
チ
も
い
な

か
っ
た
の
に
、
高
校
時
代
に
は
素
晴
ら
し
い
成

績
を
残
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

早
田
●
県
の
高
校
選
手
権
で
２
年
連
続
個
人
総

合
優
勝
を
し
、
３
年
生
の
時
に
は
近
畿
大
会
で

個
人
総
合
優
勝
。
そ
し
て
1
9
5
8
年
に
開
催

さ
れ
た
富
山
国
体
で
は
、
個
人
総
合
２
位
、
平

行
棒
第
１
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。
私
も〝
ど

う
し
て
あ
ん
な
い
い
結
果
を
出
せ
た
ん
だ
ろ

う
〟
と
不
思
議
に
思
う
ほ
ど
の
成
績
で
し
た

（
笑
）。
こ
の
結
果
が
き
っ
か
け
で
、
そ
の
後
の

体
操
人
生
が
変
わ
り
ま
し
た
。

施
設
の
整
っ
た
大
学
で
は

頑
張
り
す
ぎ
て
負
傷
も

仁
坂
●
国
体
で
の
結
果
が
認
め
ら
れ
、
多
く
の

大
学
か
ら
の
ス
カ
ウ
ト
を
受
け
な
が
ら
、
こ
こ

日
本
大
学
に
進
学
し
、
さ
ら
に
活
躍
さ
れ
ま
す

よ
ね
。

早
田
●
関
西
よ
り
は
箱
根
の
山
を
越
え
て
体
操

し
た
い
っ
て
気
持
ち
が
強
く
て（
笑
）。
最
終
的

に
は
、
関
東
の
大
学
で
一
番
熱
心
に
誘
っ
て
く

れ
た
日
本
大
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
中
学
高
校

の
６
年
間
と
は
異
な
り
、
大
学
に
は
体
育
館
も

あ
り
器
具
も
揃
い
、
さ
ら
に
は
コ
ー
チ
や
監
督

ま
で
い
る
。
し
か
し
決
ま
っ
た
時
間
に
は
体

育
館
で
練
習
を
始
め
な
い
と
い
け
な
い
と
か
、

色
々
と
き
っ
ち
り
と
し
た
ル
ー
ル
が
あ
る
ん
で

す
ね
。
田
舎
で
自
由
に
や
っ
て
き
た
私
に
と
っ

て
不
慣
れ
な
こ
と
ば
か
り
で
、
遅
刻
な
ど
し
て

よ
く
監
督
に
叱
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
は
い
え

器
具
が
揃
っ
て
る
体
育
館
で
い
つ
で
も
練
習
が

で
き
る
こ
と
が
嬉
し
く
て（
笑
）。
つ
い
つ
い
練

習
オ
ー
バ
ー
に
な
り
、
大
学
１
年
生
の
時
に
左

足
を
、
さ
ら
に
そ
の
後
は
反
対
側
の
ア
キ
レ
ス

腱
も
痛
め
る
な
ど
、
と
に
か
く
怪
我
が
多
か
っ

た
で
す
ね
。
今
で
は
手
術
し
な
く
て
も
治
す
方

早田さんが東京オリンピックで獲得した金メダル。
（わかやまスポーツ伝承館）

甦
る
オ
リ
ン
ピッ
ク
の
感
動
、

ス
ポ
ー
ツ
が
繋
ぐ
未
来
。

半
世
紀
以
上
の
時
を
越
え
、甦
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
感
動
。

当
時
、多
く
の
人
に
勇
気
と
希
望
を
与
え
、日
本
の
高
度
経
済
成
長
期
に
お
け
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
。

鮮
烈
な
記
憶
を
残
し
、日
本
体
操
界
の
発
展
に
尽
力
し
た
、和
歌
山
出
身
の
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
語
る
ヒ
ス
ト
リ
ー
。バスケットやバレーが可能なアリーナや

多目的ホール、トレーニング場を併設する
日本大学文理学部百周年記念館前にて。

知事対談
1964年東京オリンピック
金メダリスト

和歌山県知事
早田卓次　仁坂吉伸
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法
な
ど
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
当
時
は
ア
キ
レ

ス
腱
を
切
る
と
い
う
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手

と
し
て
致
命
的
な
時
代
で
し
た
。

仁
坂
●
そ
ん
な
大
き
な
怪
我
を
乗
り
越
え
、
４

年
生
の
時
に
は
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
も
選
ば

れ
、
日
本
の
ト
ッ
プ
選
手
の
仲
間
入
り
を
さ
れ

ま
し
た
。

早
田
●
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
て
嬉
し

か
っ
た
の
は
、合
宿
に
参
加
す
る
と
美
味
し
い
も

の
が
食
べ
放
題
だ
っ
た
こ
と
で
す（
笑
）。
学
生

時
代
は
お
金
が
な
く
、水
を
飲
ん
で
空
腹
を
ご
ま

か
す
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
身
体
は
正

直
な
も
の
で
、朝
昼
晩
き
ち
ん
と
食
べ
る
こ
と
で

厳
し
い
練
習
で
疲
れ
て
も
、一
晩
寝
る
と
体
力
が

回
復
す
る
ん
で
す
ね
。
特
に
海
外
遠
征
で
は
お

肉
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
る
も
ん
で
す
か

ら
、気
力
も
体
力
も
充
実
し
ま
し
た
ね
。

仁
坂
●
そ
し
て
１
９
６
４
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
ど
の
よ

う
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
か
。

早
田
●
当
時
の
嬉
し
か
っ
た
思
い
出
と
い
う

と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
直
前
練
習
の
た
め
に
名

古
屋
に
行
く
の
で
す
が
、
前
日
に
開
通
し
た
ば

か
り
の
東
海
道
新
幹
線
に
乗
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
で
す
ね
。

仁
坂
●
私
た
ち
は
当
時
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
状
況
は
、映
像
や
新
聞
な
ど
を
見
て
知
っ
て
は

い
ま
す
が
、早
田
さ
ん
は
そ
れ
に
参
加
し
、直
接
、

肌
で
感
じ
て
こ
ら
れ
た
と
い
う
の
が
凄
い
で
す

ね
。
ま
た
新
幹
線
の
開
通
や
竣
工
さ
れ
た
ば
か

り
の
東
京
タ
ワ
ー
な
ど
、日
本
が
高
揚
し
て
る
時

代
を
生
で
実
感
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。

早
田
●
と
こ
ろ
が
僕
た
ち
は
、
競
技
で
結
果

を
残
す
こ
と
に
必
死
で
す
か
ら
、
周
り
が
ど

う
な
っ
て
た
か
は
あ
ま
り
記
憶
に
な
い
ん
で
す

よ
。
そ
れ
こ
そ
新
聞
を
読
み
な
が
ら
、
首
都
高

速
が
で
き
た
ん
だ
っ
て
〟と
か
、〝
地
下
鉄
〇
〇

線
が
開
通
し
た
ね
〟と
か
話
す
ぐ
ら
い
で
、
実

際
に
そ
れ
を
見
に
行
っ
た
と
い
う
記
憶
は
あ
ま

り
な
い
ん
で
す（
笑
）。

仁
坂
●
な
る
ほ
ど
。
日
本
代
表
と
い
う
重
圧
の

中
で
は
そ
ん
な
周
囲
の
状
況
を
気
に
す
る
余
裕

は
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
団
体
で
も
個
人
で
も
、
金
メ
ダ
ル
を
お
取

り
に
な
り
ま
し
た
。

早
田
●
団
体
メ
ン
バ
ー
は
、
小
野
さ
ん
、
遠
藤

さ
ん
、
鶴
見
さ
ん
、
三
栗
さ
ん
と
い
う
ロ
ー
マ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
さ
れ
た
ベ
テ
ラ
ン
と
、

〝
山
下
飛
び
〟
で
有
名
な
山
下
さ
ん
と
い
う
凄

い
人
た
ち
で
し
た
。そ
ん
な
中
で
、無
名
で
最
年

少
だ
っ
た
私
が
気
を
遣
う
こ
と
な
く
実
力
を
発

揮
し
貢
献
で
き
た
の
は
、
練
習
か
ら
気
楽
に
話

が
で
き
る
雰
囲
気
や
環
境
を
作
っ
て
く
れ
た
こ

の
人
達
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、と
に
か
く
ベ
テ
ラ
ン
と
一
緒
だ
っ
た
の
で
、

練
習
量
だ
け
は
負
け
ま
い
と
必
死
に
準
備
を
し

て
き
た
お
か
げ
で
、
当
日
は
練
習
し
て
き
た
と

お
り
の
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夢
や
感
動
を
繋
ぐ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

仁
坂
●
和
歌
山
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る

注
目
す
べ
き
４
つ
の
物
語
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
早
田
さ
ん
も
出
場
さ
れ
た
１
９
６
４
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
秘
話
で
す
。
ア
ジ
ア

で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
り
、

日
本
が
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
こ
と
を
印
象
付

け
る
も
の
で
し
た
が
、
中
南
米
諸
国
を
行
脚
し

て
東
京
に
一
票
を
投
じ
さ
せ
、
東
京
開
催
を
実

現
し
た
の
が
、
御
坊
市
に
ル
ー
ツ
を
持
つ〝
フ

レ
ッ
ド
和
田
勇
〟さ
ん
で
す
。
第
２
に
時
代
は
遡

り
１
９
３
６
年
に
開
催
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
会

に
お
い
て
、
棒
高
飛
び
で
活
躍
し
、〝
友
情
の
メ

ダ
ル
〟と
し
て
も
有
名
な
西
田
修
平
さ
ん
は
那
智

勝
浦
町
出
身
。
第
３
に〝
前
畑
ガ
ン
バ
レ
〟と
連

呼
さ
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で
も
有
名
な
水
泳
選
手
の

前
畑
秀
子
さ
ん
は
橋
本
市
の
出
身
で
す
。
そ
し

て
４
番
目
は
早
田
さ
ん
だ
と
思
っ
て
る
ん
で
す

よ
。
そ
れ
は
早
田
さ
ん
が
日
本
大
学
で
コ
ー
チ

を
さ
れ
て
い
た
時
に
、田
中
和
仁
・
理
恵
・
佑
典
３

き
ょ
う
だ
い
の
父
、田
中
章
二
さ
ん
を
指
導
さ

れ
、卒
業
後
の
相
談
を
さ
れ
た
際
に
、
和
歌
山
県

へ
行
く
こ
と
を
勧
め
て
く
だ
さ
っ
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。
そ
の
後
章
二
さ
ん
は
良
き
指
導
者
と

な
り
、和
仁
・
理
恵
・
佑
典
と
い
う
３
き
ょ
う
だ
い

を
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ

と
送
り
出
し
ま
し
た
。同
一
競
技
に
お
い
て
男
女

の
３
き
ょ
う
だ
い
が
揃
っ
て
出
場
す
る
の
は
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
史
上
初
で
あ
り
、
世
界
で
も

例
が
な
い
こ
と
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
元
を
辿
れ
ば
早
田
さ
ん
の
功
績
だ
と
思
う
ん

で
す
よ
ね
。そ
の
後
、２
０
１
６
年
に
は
リ
オ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
田
中
佑

典
選
手
と
共
に
、早
田
さ
ん
に
は
和
歌
山
県
の
ス

ポ
ー
ツ
賞
の
最
高
位
に
当
た
る〝
ス
ポ
ー
ツ
栄
誉

賞
〟を
授
与
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
田
●
田
中
章
二
君
と
は
10
歳
ほ
ど
年
齢
が
違

う
ん
で
す
が
、
彼
は
本
当
に
体
操
が
好
き
で
、

い
つ
も
熱
心
に
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
特
に

彼
は
体
が
柔
ら
か
く
、
美
し
い
体
操
を
目
指
し

て
や
っ
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
実
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
体
操
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の

チ
ャ
ス
ラ
フ
ス
カ
さ
ん
が
来
日
し
た
時
に
理
恵

さ
ん
の
演
技
を
見
て
、〝
日
本
に
も
女
性
的
な

美
し
さ
を
表
現
で
き
る
素
晴
ら
し
い
体
操
選
手

が
出
て
き
た
ね
〟
っ
て
褒
め
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
点
で
は
、
章
二
君
の
基
本
を
大
事
に
す

る
美
し
い
体
操
は
、
確
実
に
３
き
ょ
う
だ
い
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

仁
坂
●
お
話
を
伺
っ
て
、本
当
に
ス
ポ
ー
ツ
が

人
と
人
を
繋
い
で
る
ん
だ
と
改
め
て
感
動
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖

火
リ
レ
ー
で
は
、和
歌
山
県
と
し
て
は
や
は
り
早

田
さ
ん
に
走
っ
て
も
ら
う
べ
き
だ
と
考
え
、県
内

第
一
走
者
と
し
て
走
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

早
田
●
実
は
関
西
の
第
一
走
者
で
も
あ
っ
た
と
後

か
ら
わ
か
り
、
さ
ら
に
責
任
重
大
だ
っ
た
ん
だ
と

気
付
き
ま
し
た（
笑
）。
当
日
は
、
和
歌
山
の
素
晴

ら
し
い
景
色
を
感
じ
な
が
ら
、
郷
里
に
恩
返
し
を

し
た
い
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
走
ら
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
皆
さ
ん
沿
道
で
一
生
懸
命
応
援
し
て
く

れ
る
ん
で
す
ね
。
や
は
り
和
歌
山
の
人
は
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
情
熱
を
持
っ
た
心
温
か
い
人
が
多
く
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
期
待
な
ど
も
感
じ
ま
し
た
。そ

ん
な
中
で
、今
、オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
色
々
な

意
見
は
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
や
は
り
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
世
界
一
の
素
晴
ら
し
い
夢
や
感
動
を
与

え
て
く
れ
る
祭
典
で
す
。
個
人
的
に
は
そ
れ
を
将

来
こ
れ
か
ら
の
あ
る
子
供
た
ち
に
ぜ
ひ
見
せ
て
あ

げ
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仁
坂
●
確
か
に
様
々
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
世
界
的
な
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
従
来
通
り

の
華
や
か
な
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
で
き
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ
れ
は
人
類
の
長
い
歴

史
の
中
で
考
え
る
と
、
そ
う
い
う
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
あ
っ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う
ん
で

す
。
そ
も
そ
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
早
田
さ
ん
が

そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
、
主
役
で
あ
る
ア
ス
リ
ー

ト
が
毎
日
練
習
し
、
腕
を
磨
き
、
そ
れ
を
世
界

の
人
と
競
う
場
で
す
。無
観
客
か
も
し
れ
な
い
、

そ
れ
で
も
そ
の
時
点
で
の
最
善
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
す
る
こ
と
は
、
困
難
の
中
で
も
人
類
が
歴

史
を
繋
い
だ
と
い
う
点
で
意
味
の
あ
る
こ
と
だ

と
私
は
思
い
ま
す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

田辺市生まれ。1964年東京オリンピック体操競技金メダリスト。1971年に現役を引退。その
後、日本大学で後進の指導にあたり、日本体操協会の役職に就き、日本の体操競技の振興に尽力
した。2002年には紫綬褒章、2004年国際体操殿堂入り、2019年に旭日小綬章を受章。

わ
か
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
伝
承
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
早
田
さ
ん
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
品
の
数
々
。

知事対談
1964年東京オリンピック
金メダリスト

和歌山県知事
早田卓次　仁坂吉伸

わかやまスポーツ伝承館は、和歌山県にゆかりのあるトップアス
リートの功績や歴史を紹介、展示する施設。
住所／和歌山市本町2丁目1フォルテワジマ3F　電話／073-423-2215
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紀州備長炭発祥の地・和歌山。ウバメ
ガシなどを原木に焼き上げられる最高品
質の白炭〝紀州備長炭〟は、鋼鉄ほどの
硬度があり、その断面はまるで磨かれた
かのような光沢がある。　

紀
州
備
長
炭

K i s h u - B i n c h o t a n

紀州備長炭記念公園
住所／田辺市秋津川1491-1
電話／0739-36-0226
https://www.binchotan.jp/

和歌山の

素晴らし

き逸品

vol.01

Our proud product



大阪府や和歌山市への交通アクセスに恵まれ、年々人口が増え続け
ている活気溢れる和歌山県の玄関都市・岩出市。四季折々の花々を
愛でながら、荘厳な国宝建造物を見学できる〝新義真言宗総本山根來
寺〟や、夏目漱石が講演を行った〝旧和歌山県議会議事堂〟など、歴
史ファン注目のスポットがある魅力的な街だ。

➊品質管理を怠らずひとつひとつを目で見て酒との会話を楽しむ。➋➌酒造りの中で最も難しく、重要なところは「麹」。師と仰ぐ農口杜氏より教わった「膨らま
せ、乾かせ、老なせ」に忠実に、甘味でなく旨味に変わるまで待つ。➍共に酒造りを行う蔵人たち。半年以上まさしく同じ釜の飯を食う。➎築約100年の酒蔵。
夏場でも涼しい北側にタンクがある。酒造りには最適な環境。

➊蔵の隣にある田んぼでは、無農薬の米作りを行い新たな酒造りを行うなど様々なチャレンジも。➋大正4年の創業時から造り続
ける「日本城」のロゴマーク。当時の理念が今も受け継がれ、妥協なき酒造りが行われている。➌「日本庭園を眺めながら一息つく
こともあります」と藤田さん。庭園をバックにSNSで発信する動画の収録を行うこともあるそう。➍「車坂」は地酒という位置づけを
より明確にした限定流通銘柄。山廃造りで醸したラインナップを揃えている。

「いろんなことに目や気を配るのが杜氏の仕事です」と藤田さん。蔵人への采配などマネジメントが大切と話す。

基本に忠実に、そして正直にお酒を造っています。

吉村秀雄
商店とは

歴
史
浪
漫
溢
れ
る

和
歌
山
県
の

玄
関
都
市
・
岩
出
市
。

株式会社吉村秀雄商店　杜氏 ● 藤
ふ じ た あ き こ

田晶子

　

古
よ
り
歴
史
や
文
化
を
育
ん
で
き
た
紀
の

川
。そ
の
伏
流
水
を
仕
込
み
水
に
、大
正
4
年

か
ら
酒
造
り
を
行
っ
て
い
る
𠮷
村
秀
雄
商
店
で

現
在〝
杜
氏
〟を
務
め
て
い
る
の
が
藤
田
晶
子

さ
ん
。高
校
時
代
、発
酵
に
興
味
を
持
ち
、東
京

農
業
大
学
醸
造
科
学
科
に
進
学
。2
年
生
の
時

に
訪
れ
た
山
形
県
の
蔵
元
で
、東
京
に
は
な
い

景
色
と
空
気
感
、そ
し
て
酒
造
り
現
場
の
凛
と

し
た
雰
囲
気
に
背
筋
が
伸
び
、〝
日
本
酒
を
造

ろ
う
〟と
心
に
決
め
た
と
話
す
。

　

東
京
に
戻
る
と
、近
く
の
酒
蔵
や
酒
店
に

出
入
り
し
な
が
ら「
蔵
で
働
き
た
い
」と
夢
を

追
う
毎
日
。藤
田
さ
ん
が
求
め
る
働
く
条
件
は

【
二
千
石
以
下
で
杜
氏
が
い
る
こ
と
・
山や
ま
は
い廃
で

酒
造
り
を
行
っ
て
い
る
こ
と
】の
2
つ
。そ
し
て

念
願
叶
い
加
賀
に
あ
る
蔵
に
就
職
し
、山
廃
の

神
と
呼
ば
れ
る
農の
ぐ
ち
な
お
ひ
こ

口
尚
彦
杜
氏
に
師
事
す
る
。

「
修
業
期
間
の
10
年
間
は
、楽
し
め
る
余
裕

は
一
切
な
し
。幸
い
だ
っ
た
の
は
同
年
代
の
仲

間
が
多
か
っ
た
こ
と
で
す
ね
」と
当
時
を
懐
か

し
む
。女
性
は
杜
氏
に
な
れ
な
い
こ
と
が
多
い

中
、分
け
隔
て
な
く
役
割
が
分
担
さ
れ
、つ
い
に

麹こ
う
じ
や屋
助
手
に
抜
擢
。泊
ま
り
込
み
で
酒
造
り
に

携
わ
り
、以
後
様
々
な
知
識
を
習
得
し
、酒
造

り
の
全
工
程
を
学
ん
だ
。

　

そ
し
て
２
０
１
３
年
、𠮷
村
秀
雄
商
店
に
迎

え
ら
れ
た
。「
話
し
を
頂
い
た
時
、色
ん
な
不
安

も
あ
り
ま
し
た
が『
よ
し
、や
る
ぞ
！
』と
気
合

を
入
れ
直
し
ま
し
た
。違
う
環
境
に
身
を
置
き

た
い
と
考
え
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
の
で
タ
イ
ミ

ン
グ
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
」と
笑
顔
で
語
る
。今

で
は
5
人
ほ
ど
の
蔵
人
ら
と
共
に
10
月
中
旬

か
ら
３
月
ぐ
ら
い
ま
で
蔵
に
籠
り
、寝
食
を
共

に
し
な
が
ら
酒
を
造
る
。「
夜
寝
て
い
る
と
き

に
、ふ
と
六
感
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
酒し
ゅ
ぼ
し
つ

母
室
に
駆
け

つ
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。耳
を
澄
ま
し
て
目

を
凝
ら
し
、何
も
な
か
っ
た
ら
安
堵
す
る
ん
で

す
。基
本
に
忠
実
に
、欲
を
出
さ
ず
素
直
な
酒

造
り
を
続
け
て
い
き
た
い
。今
、次
世
代
に
向

け
、醸
造
の
技
術
を
用
い
た
新
た
な
商
品
も
開

発
中
な
ん
で
す
」と
瞳
を
輝
か
せ
る
藤
田
さ
ん
。

伝
統
を
守
り
な
が
ら
新
た
な
取
り
組
み
に
挑

む
次
の
一
手
に
も
注
目
し
た
い
。

W a k a y a m a
A c t i v e
P e o p l e

株式会社吉村秀雄商店　
住所／岩出市畑毛72
電話／0736-62-2121
https://nihonsyu-nihonjyou.co.jp/　

➊

➊

➋

➋

➌

➌

➍

➍

➎
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和歌山を楽しむ和洋菓子編
和歌山の自然や歴史が感じられる

昔懐かしい味わいから新しいテイストまで、
和歌山のお取り寄せ可能で、　魅力的なお菓子をご紹介。

おウチ
で楽しむ！

WAKAYAMA

Let's enjoy WAKAYAMA at home

vol.01

アイスかげろう 
柔らかくふわふわの生地に優しい甘さのクリー
ム。口に入れた瞬間、溶けるような〝かげろう〟が
アイスになった〝アイスかげろう〟は、新しい白浜
の銘菓。バニラアイスに近づけたクリームだがア
イスではないので溶けてなくなることはないと人
気。本店のみ販売の〝生かげろう〟も一部発送
可能。
株式会社 福菱
住所／西牟婁郡白浜町1279-3
電話／0739-42-3128

熊野の香り４８９６ 
森の香りが楽しめるボタニカルなチョコレート。一口
ごとに広がるのは世界遺産〝熊野〟の森の中にいる
ような清 し々い〝香り〟。その秘密は熊野の杉から抽
出した100％天然エッセンシャルオイル。香りは〝熊
野芝原杉＝48〟と〝熊野クロモジ＝96〟の２種類で、
上品な味と天然の香りに癒されたい。
株式会社 エムアファブリー
住所／新宮市五新1-21
電話／0735-22-0662

ぺたんこちょび梅 
紀州南高梅の種を取り除き、梅肉をそのまま薄くのばして天
日乾燥したのが〝ぺたんこちょび梅〟。材料は紀州産の梅と
塩だけのお菓子？というよりいつでもどこでも食べられる梅干
し（笑）。しょっぱさがクセになる懐かしい味わい。夏の塩分
補給用としてもオススメ。
マルヤマ食品 株式会社
住所／日高郡みなべ町西本庄1282　
電話／0739-74-2068

金の本ノ字饅頭 
同社の看板菓子の一つ〝本ノ字饅頭〟は、江戸時代に紀州徳川
家の参勤交代の道中に携行食としても重宝された歴史ある饅
頭。その〝本ノ字饅頭〟と同じこし餡に、地元酒蔵の酒粕を混ぜ、
焼き上げたのがこの〝金の本ノ字饅頭〟。もちもちとした食感の皮
と、上品な甘さのこし餡の相性が絶妙。
株式会社 総本家駿河屋
住所／和歌山市小倉25　
電話／073-477-7151

笹巻あんぷ 
高野山で唯一の老舗生麩（なまふ）屋が作った〝笹
巻あんぷ〟は、よもぎ麩の中にこし餡を入れ、熊笹（く
まざさ）で包んだ生麩まんじゅう。あっさりした甘さと
モッチモチの食感が特徴で、熊笹の爽やかな香り
についつられて「もうひとつ」。
麩善
住所／伊都郡高野町高野山712　
電話／0736-56-2537
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　京都駅と新宮駅を結ぶ長距離列
車「WEST EXPRESS 銀河」が7月
から１２月まで和歌山県内を運行しま
す。紀南7市町村と県がＪＲ西日本に
要望し、運行が実現しました。
　ＪＲ西日本による紀南への運行発
表後、関係市町村と県が受入協議会
を設置し、乗客のおもてなしについて
検討してきました。停車駅となる串本
駅では国の天然記念物に指定されて
いる絶景「橋杭岩」、周参見駅では近

くの津波避難タワーから美
しい海岸の景色を楽しめま
す。また駅停車時には、地
元食材を満喫できるよう、
飲食店や宿泊施設にご協
力いただき特製弁当を配布
します。さらにカツオの刺
身やくじらの竜田揚げ、地
酒の提供や地元物産の販
売も用意しています。

　この銀河は、６両編成で全席指定。
新型コロナウイルス対策として乗客数
を制限するとともに、車両の抗ウイル
ス・抗菌加工、ソーシャルディスタンス
や非接触等、ハード・ソフト両面にお
いて感染防止対策を実施して運行さ
れます。
　この機会に是非、歴史や文化、風
光明媚な和歌山を楽しんでいただき、
これを契機にリピーターになっていた
だきたいと考えています。

　和歌山県は、優れた県産品を認定・
推奨する「和歌山県優良県産品（プレ
ミア和歌山）推奨制度」を平成２０年
度に制定しました。創設から十数年を
経て、現在の推奨品は１，０００点を超え
ています。和歌山が誇る自然の中で
生み出される農林水産品とその加工
品、歴史と文化を背景に培われた技
術・技能による工芸品や産業製品、古
くから伝わる祭りなど、至高の逸品を揃
えております。
　今回新たに作成したＰＲ冊子では、プ
レミア和歌山審査委員特別賞や奨励
賞受賞商品を掲載するとともに、推奨
品をジャンル別に紹介しています。ま
た、著名人の方にプレミア和歌山パー
トナーとして応援いただき、その方々に
よる試食＆座談会やお取り寄せしたい
逸品、生産者訪問なども併せて紹介し
ています。
　“和歌山県内で生産・製造されたも

の”、“安心・安全を重視したもの”、“和
歌山らしさ・和歌山ならではのもの”の3
つの観点から認定・推奨された品々か
ら、作り手のものづくりに対する想いや
伝統を重んじる心に触れていただき、和
歌山の豊かさを感じて下さい。
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プレミア和歌山
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プレミア和歌山ＰＲ冊子、
「Theプレミア和歌山〜至高の逸品〜」
を発行！

ＪＲ西日本の長距離列車
「WEST EXPRESS 銀河」が
和歌山県を運行！

問い合わせ／和歌山県観光振興課　電話／073-441-2775

ふるさと納税で、元気なわかやまに。
ふるさと和歌山応援寄附

１万円以上の寄附で和歌山を味わえる「梅干し」や「醤油」など、
プレミア和歌山の商品297品の中から贈呈！（県外にお住まいの方が対象）
※詳しくは、ふるさと納税サイトをご覧ください。

旬の和歌山情報を
お届けします ！今号の「和」題

■和歌山県広報課
　TEL．073-441-2032　FAX．073-423-9500
　e-mail／nagomi-waka@pref.wakayama.lg.jp
■わかやま紀州館
　東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館B1F
　TEL．03-3216-8000　FAX．03-3216-8002
　e-mail／kishukan@wakayama-kanko.or.jp

和歌山県フォトライブラリー（写真貸出）

和歌山県PR動画（動画素材貸出）

和-nagomi- バックナンバー

http://wave.pref.wakayama.lg.jp/photo/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/media/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/000200/nagomi/

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/010500/furusato/

“WA!”
TOPICS

01
“WA!”
TOPICS

02

問い合わせ／和歌山県企業振興課　電話／073-441-2842 赤身の旨さを極めた黒毛和牛

上／「湯浅町と御坊市の2カ所の自社牧場で、紀州和華牛を
育てています」と話すのは、エコマネジメント株式会社会長
の出口正雄（でぐちまさお）さん（左）と阪口さん（右）。左／
ほんのり醤油のような香りがするエコフィード（eco-feed）。

令和2年度プレミア和歌山推奨品
審査委員特別賞 受賞

和歌山県内の飲食店、小売店、卸売店、一部スーパーで取り扱い。

紀州和華牛（きしゅうわかうし）
紀州和華牛協議会
住所／和歌山市新留丁185（エコマネジメント株式会社内）
電話／073-435-0941

残間里江子審査委員長
審査をするごとに、和歌山県の新たな魅
力を発見しています。自然豊かで、おい
しいもの、魅力的な品がたくさんありま
すので、ぜひプレミア和歌山にご注目く
ださい。

和歌山県優良県産品（プレミア和歌山）推奨制度
安心・安全を基本に幅広い分野で優れた県産品を“和歌山らしさ”、

“和歌山ならでは”の視点で推奨する。

プレミア和歌山

  「和-nagomi-」はリサイクル適性Aランクの材料及び植物油を
　含有した印刷インキを用いて制作しています。 
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和歌山県PRキャラクター
「きいちゃん」

　令和３年４月２９日は、たま名誉永久駅長の２２歳のお
誕生日でした。新型コロナウイルス感染症対策のため誕
生日イベントは実施されませんでしたが、和歌山電鐵の社
員がケーキを用意し、居合わせたお客様とニタマウルトラ
駅長が「ハッピーバースデーたまちゃん」と小さな声でお祝
いしました。
　一日も早く、以前のように和歌山電鐵をご利用いただき、
来年はたま名誉永久駅長のお誕生日をみんなでお祝いで
きることを願っています。

　昨年１１月に誕生したジャイアントパンダの赤ちゃん楓浜
が、５月２２日に生後6ヶ月を迎えました。これまでスクスク
と成長しており、今後もすこやかに成長できるよう願いを
込めて、ハーフバースデーをお祝いしました。プレゼントは、

「１／２（ハーフ）」と模ったタケノコと楓浜の名前にちなみ
「楓」の形にくりぬいたニンジン。母乳のみで育ってきた
楓浜ですが、５月１１日からリンゴを食べ始め、最近はタケ
ノコやニンジンにも興味津々です。これからも楓浜の成長
を温かく見守って下さい。
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「お誕生日おめでとうござい
ます」とお祝いするニタマ
駅長。

乳歯から永久歯へと生え変
わり始めており、プレゼント
のニンジンも徐々に食べら
れるようになります。

和歌山電鐵はたま駅長たちをモ
チーフに、水戸岡鋭治氏デザイ
ンによる「たま電車ミュージアム
号」を創り上げるプロジェクトを実
施し、「サポーター」を募集してい
ます。
ht tps : / /www.wakayama -
dentetsu.co.jp/2021/05/25/
tamatrain_museum_supporter/

プレゼントされたタケノコやニンジン
で遊んだ後は、お気に入りの水飲
み場を満喫していました。6月28
日、楓浜は体重１3.05ｋｇにもなり
ました。

お問い合わせは、
和歌山電鐵（TEL.073-478-0110）へ。
駅長たまのツイッター @ekichoTAMA

［よんたまちゃんの貴志駅駅長代行勤務日］
ニタマ駅長の公休日（水・木曜）に
貴志駅にて勤務しております。

お問い合わせは、
アドベンチャーワールドインフォメーション 

（ナビダイヤル.0570-06-4481）へ。
公式ツイッター @aws_official
ホームページ https://www.aws-s.com/

和歌山県ホームページ　https://www.pref.wakayama.lg.jp/

WAKAYAMAWAKAYAMA

 ほっこり近況報告
ニタマとパンダの

ep‌.16


